
行
う
中
で
、
入
院
中
に
ペ
ー
ス
ト
食
、

ゼ
リ
ー
食
し
か
食
べ
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
患
者
が
、
退
院
後
に
食
形
態
が

上
が
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
摂
食
嚥
下
機
能

が
徐
々
に
低
下
し
食
事
に
問
題
が
生
じ

る
ケ
ー
ス
に
し
ば
し
ば
遭
遇
す
る
。
こ

の
よ
う
に
摂
食
嚥
下
機
能
は
固
定
化
し

な
い
の
で
、
維
持
期
・
生
活
期
で
の
経

口
維
持
支
援
が
、
食
に
関
わ
る
医
療
介

護
職
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
講
演
で
は
、
経
口
維
持
加
算
に
つ

い
て
の
理
解
が
少
し
で
も
深
ま
る
よ
う

に
食
事
場
面
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
を
実
際

の
症
例
を
提
示
し
な
が
ら
説
明
さ
れ
た
。

続
い
て
、
次
の
内
容
で
当
研
究
会
の

大
渡
理
事
よ
り
症
例
を
交
え
て
報
告
さ

れ
た
。 vol .30
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埼
玉
県

摂
食
・
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り

埼
玉
県

摂
食
・
嚥
下
研
究
会
だ
よ
り

ー
高
齢
化
時
代
の
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ラ
イ
フ
を
目
指
し
て
ー
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第
10
回

症
例
検
討
会
報
告

経
口
維
持
加
算
１
（
４
０
０
単
位
）

は
多
職
種
で
食
事
観
察
・
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
を
行
う
。
経
口
維
持
加
算
２
（
１

Ⅰ

経
口
維
持
加
算
（
ミ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド)

～
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
を
み
ん
な
で
支
え
る
～

講
師
　
東
京
医
科
歯
科
大
学

大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科

老
化
制
御
学
系

口
腔
老
化
制
御
学
講
座

高
齢
者
歯
科
学
分
野
助
教

原
　
豪
志

先
生

平
成
27
年
11
月
29
日
（
日
）
午
後
１
時

す
こ
や
か
プ
ラ
ザ
２
階
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル

本
邦
の
介
護
施
設
に
お
い
て
、
摂
食

嚥
下
障
害
を
有
す
る
入
所
者
は
６
割
を

超
え
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
摂
食
嚥

下
障
害
は
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
み
な
ら
ず
、

低
栄
養
、
脱
水
、
窒
息
の
リ
ス
ク

と
な
る
た
め
、
そ
の
対
応

と
食
支
援
は
喫
緊
の
課

題
で
あ
る
。

経
口
維
持
加
算
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
、
介
護
保
健
老
人
施

設
に
お
い
て
摂
食
嚥
下
障
害

や
認
知
機
能
に
問
題
が
あ
る
入
所
者
を

対
象
と
し
、
経
口
維
持
支
援
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
平
成

27
年
度
の
経
口
維
持
加
算
の
改
定
に
よ

り
、「
嚥
下
機
能
評
価
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
食
事
場
面
観
察
を
よ
り
重
視
す

る
」
と
い
う
内
容
に
変
更
と
な
っ
た
。

嚥
下
内
視
鏡
検
査
や
嚥
下
造
影
検
査
を

行
う
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
施
設

に
お
い
て
も
、
多
職
種
を

交
え
た
食
事
場
面
の

観
察
と
会
議
を
行
う

こ
と
で
加
算
の
算
定

が
可
能
で
あ
る
。
ま

た
食
事
場
面
の
観
察
を

行
う
前
に
、
一
見
し
て
得
ら

れ
る
所
見
に
て
、
対
象
者
の
嚥
下
機
能

と
食
事
に
関
す
る
問
題
点
を
予
測
し
て

お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

介
護
施
設
や
在
宅
に
お
い
て
臨
床
を

症例検討

「
多
職
種
に
よ
る
経
口
摂
取
の
支
援
の
重
要
性
と

経
口
維
持
加
算
の
制
度
に
つ
い
て
」

埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会
広
報
担
当
理
事
　

大
渡
　
廣
信

０
０
単
位
）
は
外
部
の
医
師
・
歯
科

医
・
歯
科
衛
生
士
・
Ｓ
Ｔ
の
参
加
が
必

11
月
29
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時
、

埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会
第
10
回
症

例
検
討
会
が
開
催
さ
れ
、
医
師
・
歯
科

医
師
を
は
じ
め
看
護
師
、
歯
科
衛
生
士
、

言
語
聴
覚
士
、
管
理
栄
養
士
や
介
護
施

設
職
員
等
１
６
６
名
が
参
加
し
た
。

今
回
は
、
司
会
の
中
里
理
事
も
と

「
食
」
に
関
す
る
２
題
の
症
例
検
討
が
行

わ
れ
た
。

（
２
面
へ
続
く
）



多
職
種
間
の
協
力
や
食
形
態
の
見
直
し

な
ど
を
通
じ
た
課
題
が
見
出
せ
た
。
そ
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要
で
あ
る
。（
経
口
維
持
加
算
１
、
２

と
も
栄
養
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
加
算
を
算

定
し
て
い
る
こ
と
が
必
須
）

症
例
１
で
は
心
臓
が
悪

く
、
呼
吸
が
苦
し
く
な

り
、
食
事
時
に
呼
吸
と

嚥
下
の
バ
ラ
ン
ス
が
う

ま
く
い
か
な
い
場
合
、
誤

嚥
し
、
食
事
を
取
ら
な
く
な

る
症
例
を
話
さ
れ
た
。
訓
練
法
と
し
て

開
口
訓
練
、
う
な
ず
き
嚥
下
法
を
取
り

入
れ
、
舌
骨
上
筋
群
を
強
化
し
、
一
時

改
善
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
し
だ
い

に
食
事
を
取
ら
な
く
な
り
、
亡
く
な
ら

れ
た
症
例
を
報
告
さ
れ
た
。

症
例
２
で
は
脳
梗
塞
後
遺
症
の
た

め
、
言
葉
が
出
な
い
、
激
し
い
む
せ
が

あ
る
等
の
た
め
、
訓
練
法
と
し
て
、
頭

部
拳
上
訓
練
、
舌
体
操
、
あ
行
や
か
行

等
の
発
音
訓
練
、
舌
前
方
保
持
訓
練

Ⅱ

地
域
の
食
形
態
情
報
共
有
化
を

目
指
し
て
・
・
・
は
じ
め
の
一
歩
か
ら

～
施
設
の
食
形
態
を
比
べ
て
み
ま
し
た
～

講
師

埼
玉
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
前
理
事
長
　

野
呂

牧
人
先
生

演
題
１
と
２
に
関
し
て
、
口
か
ら
食

べ
る
こ
と
に
関
す
る
安
全
性
の
面
で
、

（
舌
を
出
し
な
が
ら
嚥
下
す
る
）
を
行

い
、
む
せ
が
少
な
く
な
っ
た
症
例
を
報

告
さ
れ
た
。

症
例
３
で
は
脳
梗
塞
再
発

で
胃
ろ
う
を
作
り
、
特
養

に
入
所
さ
れ
た
ケ
ー
ス
を

報
告
さ
れ
た
。
言
葉
が
不

明
瞭
、
喉
頭
蓋
の
動
き
が
悪

か
っ
た
が
、
嚥
下
体
操
、
発
音
訓

練
、
ア
イ
ス
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
う
な
ず
き

嚥
下
法
に
よ
り
少
量
に
水
分
と
ゼ
リ
ー

な
ど
が
摂
取
可
能
に
な
っ
た
症
例
を
報

告
さ
れ
た
。

症例検討

「
施
設
に
お
け
る
取
り
組
み
の
紹
介
」

北
埼
玉
歯
科
医
師
会
　

石
川
　
誠
一

こ
れ
ま
で
各
施
設
で

は
、
入
所
者
へ
の
食

事
提
供
を
す
る
際
の

基
準
と
し
て
施
設
毎

に
そ
れ
ぞ
れ
、
摂
食

嚥
下
の
程
度
に
応
じ
た

北
埼
玉
歯
科
医
師
会
の
石
川

先
生
が
、「
施
設
に
お
け
る

取
組
み
紹
介
」
と
い
う

演
題
で
口
腔
衛
生
管
理

体
制
加
算
を
算
定
す
る
場

合
は
全
介
護
者
が
正
し
い

口
腔
ケ
ア
を
理
解
す
る
こ
と
が

必
要
で
、
そ
の
た
め
に
は
口
腔

内
の
状
況
把
握
を
し
っ
か
り

と
行
い
口
腔
機
能
が
正
し

く
保
た
れ
る
よ
う
な
、
口

腔
ケ
ア
を
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
る
と
い
う

解
説
で
あ
っ
た
。

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
の
提
言

埼
玉
県
言
語
聴
覚
士
協
会
会
長

清
水
　
充
子

様
々
な
問
題
点
を
考
察
し
た
。
こ
の
調

査
の
目
的
は
食
形
態
を
Ｕ
Ｄ
Ｆ
（
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ー
ド
）、
ス
マ

イ
ル
ケ
ア
食
、
嚥
下
調
整
食
、
嚥
下
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
比
較
を
し
て
、
今
後
、
地
域

の
施
設
・
医
療
機
関
・
居
宅
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
等
と
の
情
報
共
有
化
の
可
能
性

を
探
る
こ
と
に
あ
る
。
食
事
形
態
の
基

本
に
関
し
て
は
、
介
護
老
人
保
健
施
設

「
ケ
ア
ビ
レ
ッ
ジ
・
シ
ャ
ロ
ー
ム
」
管

理
栄
養
士
の
鈴
木
理
恵
氏
か
ら
実
際
の

献
立
や
食
形
態
が
施
設
間
で
①
名
称
は

ど
の
レ
ベ
ル
で
②
ど
の
よ
う
な
食
形
態

で
提
供
さ
れ
て
い
る
か
？
Ｕ
Ｄ
Ｆ
か
ス

マ
イ
ル
ケ
ア
食
か
な
ど
を
嚥
下
調
整
食

基
準
や
嚥
下
食
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な
ど
に
照

ら
し
合
わ
せ
て
解
説
し
た
。

こ
れ
を
実
際
に
写
真
で
実
例
を
交
え

て
、
様
々
な
食
形
態
が
ど
の
基
準
で
活

用
し
や
す
い
か
ど
ぅ
か
判
定
し
、
施
設

間
同
士
の
情
報
共
有
が
ど
の
よ
う
に
う

ま
く
で
き
る
か
。
ま
た
見
た
目
と
味
と

食
形
態
を
提
供
し
て
き
た

が
、
今
回
は
加
須
保
健

所
管
内
の
数
か
所
の
施

設
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
、
そ
こ
か
ら
見

え
て
き
た
、
食
形
態
の うなずき嚥下法

手
間
を
考
慮
し
た
変
更
の
き
っ
か
け

と
な
っ
た
取
り
組
み
事
例
を
、
い
く

つ
か
の
食
材
、
鳥
の
照
り
焼
き
を
始

め
と
し
て
、
う
ど
ん
、
ハ
ン
バ
ー
グ
、

魚
料
理
、
マ
ー
ボ
豆
腐
を
例
に
挙
げ

て
そ
れ
ぞ
れ
が
ス
マ
イ
ル
ケ
ア
の
基

準
、
Ｕ
Ｄ
Ｆ
の
ど
こ
に
当
て
は
ま
る

か
を
提
示
し
た
。
同
じ
常
食
で
も
施

設
間
で
の
違
い
が
あ
る
こ
と
、
嚥
下

困
難
食
な
ど
で
は
取
り
扱
い
に
差
が

あ
る
こ
と
な
ど
が
実
証
さ
れ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
多
く
の
施
設
で

は
い
く
つ
か
の
食
形
態
の
デ
ザ
イ
ン

を
視
覚
で
共
有
す
る
こ
と
が
今
後
の

進
展
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
結
論
で
あ
っ
た
。



げ
、
多
職
種
が
連
携
強
化
す
る
こ
と

が
安
心
安
全
な
食
事
が
で
き
る

こ
と
に
繋
が
る
。
ま
た
一
例

と
し
て
服
薬
方
法
の
改
善

や
、
専
門
家
と
し
て
の
摂

食
嚥
下
障
害
に
対
す
る
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
方
法
な
ど

を
解
説
し
た
。
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日
本
に
お
け
る
急
速
な
高
齢
化
に
対

し
て
社
会
保
障
制
度
維
持
の
た
め
の
主

な
施
策
と
し
て
、
⑴
生
活
習
慣
病

（N
C
D
s

）
の
予
防
と
重
症
化
防
止：

特

定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
推
進
、

⑵
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
構

築：

入
院
期
間
の
短
縮
、

地
域
に
お
け
る
医
療
・

介
護
・
予
防
・
住
ま

い
・
生
活
支
援
の
一
体

的
提
供
が
あ
げ
ら
れ
る
。

⑵
に
つ
い
て
の
埼
玉
県
か
ら

委
託
を
受
け
埼
玉
県
歯
科
医
師
会
が
実

施
す
る
「
地
域
在
宅
歯
科
医
療
推
進
体

制
整
備
事
業
」
を
紹
介
す
る
。

こ
れ
は
地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
に
よ
り
行
う
も
の
で
、
次
の
４
点
の

事
業
内
容
か
ら
な
る
。

①
地
域
在
宅
歯
科
医
療
推
進
拠
点
の
設

置：

専
任
の
歯
科
衛
生
士
が
常
駐
し
機

材
を
備
え
、
在
宅
歯
科
診
療
の
相
談
や

調
整
業
務
を
行
う
。

②
入
院
患
者
の
歯
科
保
健
状

況
の
把
握：

歯
科
医
師
、

衛
生
士
が
病
院
を
訪
問
、

入
院
患
者
の
口
腔
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り

切
れ
目
の
な
い
歯
科
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
に
寄
与
し
、
口
腔
機
能
管
理

に
よ
る
肺
炎
発
症
の
減
少
、
在
院
日
数

の
減
少
効
果
も
得
ら
れ
る
。

③
歯
科
医
師
等
が
医
科
疾
患
の
理
解
を

医
療
介
護
総
合
確
保
法
に
基
づ
く

本
県
で
の
取
り
組
み
に
関
す
る
情
報
提
供

「
地
域
在
宅
歯
科
医
療
推
進
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て
」

埼
玉
県
歯
科
医
師
会
地
域
保
健
部
副
部
長
・
埼
玉
県
摂
食
・
嚥
下
研
究
会
理
事
　

出
浦
　
惠
子

「
埼
玉
県
歯
科
衛
生
士
会
と
し
て
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
」

埼
玉
県
歯
科
衛
生
士
会
専
務
理
事
　

落
合
　
美
穂

埼
玉
県
歯
科
衛
生
士
会
で
は
、
介

護
保
険
導
入
が
決
ま
っ
た
当
初
よ
り

口
腔
ケ
ア
講
習
会
を
行
い
、
人
材
育

成
を
心
が
け
て
き
た
。
日
本
歯
科
衛

生
士
会
に
お
い
て
も
、
日
本
歯

科
衛
生
士
会
認
定
歯
科
衛

生
士
【
生
活
習
慣
病
予

防

（

特

定

保

健

指

導
）
・
在
宅
療
養
指
導

（
口
腔
機
能
管
理
）
・
摂

食
・
嚥
下
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
】
の
育
成
に
力
を
注
い
で
お
り
、

生
涯
研
修
制
度
に
お
け
る
認
定
歯
科

衛
生
士
制
度
規
則
に
基
づ
く
研
修
を

経
て
、
現
在
埼
玉
県
で
は
約
50
名
の

会
員
が
資
格
を
持
っ
て
活
動
し
て
い

る
。こ

の
た
び
、「
地
域
在
宅
歯
科
医
療

推
進
体
制
整
備
事
業
」
の
実
施
に
お

い
て
、
歯
科
衛
生
士
会
と
し
て

も
今
ま
で
積
み
上
げ
て
き

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

積
極
的
に
こ
の
事
業
に

関
わ
り
、
歯
科
医
師
会

の
方
々
、
多
職
種
の
方
々
、

ま
た
行
政
関
係
の
方
々
と
の

連
携
を
強
化
し
、
地
域
に
お
け
る
歯

科
医
療
の
充
実
と
県
民
の
方
々
の
健

康
意
識
の
向
上
に
努
め
て
い
け
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。

深
め
る
研
修
会
の
実
施：

多
職

種
連
携
の
構
築
。

④
歯
科
衛
生
士
の
確
保
養
成
対

策
の
推
進
。

こ
の
事
業
に
よ
り
歯
科
医
師

会
は
、
高
齢
に
な
っ
て
も
食
べ

る
こ
と
や
歯
・
口
腔
の
健
康
に

困
る
こ
と
が
な
く
、
安
心
し
て

過
ご
せ
る
社
会
、
高
齢
者
の

歯
・
口
腔
の
健
康
が
、
健
康
寿

命
の
延
伸
に
寄
与
し
て
い
く
社

会
を
目
指
し
て
い
る
。
皆
様
の

ご
理
解
ご
協
力
を
今
後
も
賜
り

た
い
。

こ
で
問
題
と
な
る
誤
嚥
性
肺
炎
を

予
防
す
る
に
は
ど
う
す
る
か

が
共
通
項
の
様
で
あ
り
、

誤
嚥
≠
誤
嚥
性
肺
炎
の

で
、
必
ず
食
べ
さ
せ
る

前
に
は
リ
ス
ク
の
チ
ェ
ッ

ク
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。
い
く
つ
か
の
管
理
項
目
を
挙



埼玉県摂食・嚥下研究会

日時：平成28年 2 月14日（日）
場所：彩の国すこやかプラザ  2階セミナーホール

第23回 講 演 会

〒　 　 －

申込書 FAX先 0 4 8 －8 2 9－2 3 7 6

主 催：埼玉県摂食・嚥下研究会

フリガナ

氏　　名
職　種

住　　所

（勤務先）

電　話

F A X  

参加申込書

13：00～16：00

※参加者多数の場合はご連絡いたします。

※改めて参加証はお送りいたしません。

■定　員：250名

■参加費：会　員/　無　料
　　　　　非会員/  2,000円（資料作成代等）

埼玉県摂食・嚥下研究会（ 会員 ・ 非会員 ） ※どちらかに○を付けてください

■申込締切日：２月５日（金）

ＪＲ京浜東北線

コン
ビニ

国道17号線

至上尾
た
つ
み
通
り

太陽生命ビル 西口

与野駅

P
P

すこやかプラザ

講師：

講師：

①「チームで経口移行への取組みについて」
埼玉県栄養士会 東松山市総合福祉エリア 管理栄養士 榊原  直子

「口から食べることを支えるために、在宅でできること」
埼玉県看護協会立県南訪問看護ステーション

木村  道子

講師：

コーディネーター：

テーマ：「多職種連携での経口摂取支援への取り組み」

「口腔アセスメントの効果と嚥下機能向上への取り組み」
埼玉県歯科医師会 地域保健部副部長

埼玉県摂食・嚥下研究会 専務理事

小宮山 和正

藤野　悦男

シンポジウム

問合せ：埼玉県歯科医師会事務局　TEL 048－829－2323

助　成：公益財団法人 在宅医療助成 勇美財団

講師：

②「口腔期の障害が強い嚥下障害患者が経口摂取に
　　至るまで～栄養士の役割を中心に～」
国保町立小鹿野中央病院 栄養科長 加藤　喜大

演 題 1

演 題 2

演 題 3

訪問看護認定看護師


